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令和３年度中野小学校大運動会 
  

中野地区の運動会が中止となったため、昨年度に引き続き、中野小学校独自の運動会を開催させ

ていただきました。保護者の皆様におかれましては、早朝からの準備、運営のお手伝い、片付け等

の御協力をいただき、ありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

 子どもたちの頑張る姿は、いかがだったでしょうか。真剣な眼差しで競技に臨むお子様の姿を見

て、一回りも二回りも成長していることが分かり、感動していただけたのではないでしょうか。 

 渡辺晴子さんの選手宣誓も素晴らしいものでした。ここで、全文を紹介します。 

 

 今日、私たちは、まちにまった運動会をむかえることができました。 

 今日のために、紅組も白組も一生懸命に練習をしてきました。団体競技も、個人競技も全力で練

習しました。練習してきたことを出し切ることができるようにがんばります。 

 ６年生にとっては、小学校最後の運動会です。また、この１７人での運動会も最初で最後です。

どの競技にも全力で取り組み、思い出に残るような運動会にします。 

 そして、今日までいろいろな準備をしてきてくださった先生方、お忙しい中、応援に来てくださ

った保護者のみなさん、ありがとうございます。 

 今日１日、心を一つにして最後まで仲間を信じて、あきらめずにがんばることを誓います。 

 

                       令和３年１０月９日 児童代表 渡辺 晴子 

  

 心をこめて１つ１つの言葉を丁寧に伝えようと意識しながら、大きな声で堂々と宣誓をする晴子

さんの姿は、大変立派でした。子どもたちが自分の良さを十分に発揮しながら、着実に成長してい

ることを実感し、心の底から感動しました。 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のために様々な行動が制限される中にあっても、子ども

たちが自分らしさを大切にしながら、真っ直ぐに成長し続けられるのも、保護者の皆様の献身的な

御努力があってこそだと思っております。 

 心温まる、とても良い運動会ができました。引き続き、本校の教育活動への御理解と御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 
 


